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SDGs環境未来都市宣言
私たちのまち三郷は、大和川と信貴の山々に囲まれ、豊かで美しい自然に囲まれたすばらし

い所です。
でも、昨年の大雨で多くの家が浸水しました。また、先月の大雨で中国・四国地方に大きな

被害が出て、多くの方が亡くなりましたが、地球温暖化が原因だと言われています。
地球全体での温暖化が、これ以上進まないようにするには、

○エネルギーを無駄づかいしない
○自然が生み出す再生エネルギーを利用するなどの取り組みが必要です。
でも、これらの取り組みを私たちだけが行っても、大きな効果はありません。地球全体のこ

とは、地球に住むすべての人が、いっしょに取り組むことで地球を守ることができます。
地球温暖化だけでなく、さまざまな問題を解決することを目標とした「ＳＤＧｓ（エス・ディ

ー・ジーズ）」。
私たちは、みんなで住む地球全体のことを考え、そして３０年・５０年後のことを考えて、今
より環境を良くするために、一人ひとりができることから始め、広く全国へ、そして世界に広
めていくことを、ここに宣言します。

平成３０年８月６日

SDGs環境未来都市宣言



SDGs推進に向けた取り組み
ICTとメンターの力で課題を乗り越える「スマートシティSANGO」の構築

メンター

メンターの発掘・育成
（三郷ひまわりパートナーズ）

NPO 企業・
学校 三郷町

連携・協力

誰一人取り残さない！「スマートシティSANGO」の実現

自宅

テレワーク

・働き方改革
・在宅勤務
・セキュア回線

災害現場

災害対策本部防災情報

・災害情報の収集
・避難所情報の収集
・職員間での連絡手段
・避難所のＷi-Ｆi化

教育ICT

・学校ＩＣＴ
・学校ＮＷ
・Wi-Fi整備
・タブレット教育

福祉サービス

・フレイル健診
・支援アプリ
・乗合タクシー
・サテライトサロン

公共交通

地域BWA制度を活用した
ネットワークの構築・活用

スマートアグリ

・温度/湿度情報の収集
・換気設備の遠隔制御
・トラクターの自動運転



多様な主体との
連携による推進

民間企業、国・県等の関
係機関、研究・教育機関、
NPO等の活動団体 等

①

高齢化
への対応

②

地域経済
の活性化

③

安心・安全
の確保

④

子育て・

教育環境

の充実

⑤

エコシティ
の推進

⑥

行政活動
の改革

データの利活用

健康・福祉 社会参加(生涯活動)

産業・雇用

移動・交通

子育て

学習・教育

エネルギー

環境配慮

防災・防犯

業務効率化
観光・インバウンド

三郷町スマートシティ構想



誰一人取り残さないレジリエンスなまち 全世代・全員活躍のまちテレワークの推進

ＢＥＦＯＲＥ ＡＦＴＥＲ

遊
休
地
活
用



誰一人取り残さないレジリエンスなまち 全世代・全員活躍のまち奈良サテライトオフィス３５

遊
休
地
活

用

オフィススペース

コワーキングスペース

ブーススペース

オフィススペース ３室

コワーキングスペース 最大定員 ３４名

１人用ブーススペース ４室

２人用ブーススペース ２室



誰一人取り残さないレジリエンスなまち 全世代・全員活躍のまちＩＣＴ教育の推進

ＩＣＴ遠隔授業

野迫川村立野迫川中学校（２人）

三郷町立三郷中学校（３２人）

ＩＣＴを活用した小中一貫教育

教育格差の解消
教科担任制による学校運営ができない過疎地の中学校

でも都市部と変わらない教育活動が可能

生徒同士の交流
小規模校でも多様な意見に触れたり、コミュニケーション

不足が解消

中一ギャップの解消
町内には１中２小があり、義務教育学校の整備は困難であるが、学校の統廃合なく、小中一貫教育が可能

他校との交流
町内にある小学校同士、また小学校と中学校で生徒同士だけでなく、教師間での交流も図られる



ICT・IoT技術を活用した誰もが生涯現役で活躍できる「全世代・全員活躍のまち」を目指し、
町内全域の地域BWAネットワークと主要拠点のローカル5Gネットワークを軸に地域公共

交通の充実と安心・安全なまちづくりを進め、住民の外出機会・高齢者や障がい者等の
雇用機会の創出、企業等の誘致・移住者の増加による地域活性化を図る。

○路線バスの自動運転化社会実装

事業概要

自動運転
5G

• JR三郷駅～奈良学園大学間の既存路線バスルート
（非専用空間）を対象に、自動運転車両の実証実験
（公道上は運転者が同乗しての自動運転、
大学跡地内での遠隔制御の検証）を行う。
※公道上のレベル4自動運転やローカル5G整備が
難しい場合は運転者同乗による運行を想定

• 運転手不足に悩む交通事業者が5Gを活用した自動運
転車両の遠隔監視の実証実験を行う。
（高齢者や障がい者の雇用機会創出の可能性に期待）

活用技術

目指す
将来像

図 顔認証・画像認識による見守り・防犯システムイメージ

○ AI・ローカル５Gを活用した顔認証・画像認識による
見守り・防犯システムの社会実装

事業概要

AI・5G

• 固定防犯カメラ、また自動運転車両に搭載し
た移動防犯カメラを活用した顔認証による子
ども、高齢者等の見守りシステムの実証実験
を行う。

• AI画像認識による不審者、不法侵入等や、車

いすの利用者等が困っている場面を自動で
検知可能な防犯システムの実証実験を行う。

活用技術

図 自動運転車両の事業イメージ

未来技術社会実装事業
5Gを軸とした全世代全員活躍のまち「スマートシティSANGO」



ご清聴ありがとうございました


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	��������������　　　　　　　　�　　　　　　　　

